








 

研究目的 

流早死産の成因を胎児環境の 1つである羊水中の物質の分析から検討を行ない,

前年度羊水中 LDH IsozyIne が Rh 不適合の診断に有用であるという結果をえた

が,本年度は Rh 不適合のみでなく,他の異常姙娠の場合における LDH Isozyme 

patternを検討しzymogramの上から異常姙娠の診断の可能性の有無を明らかに

しようと試みた。 


